特別養護老人ホーム光明荘
１．施設目標
　「つどう　よりそう　満たされる」　地域福祉の拠点となる施設づくりのため、特養・在宅、オール光明荘としてＩＳＯ9001（品質マネジメントシステム）を取得し、より丁寧でより誠実な質の高いサービス提供を行い、安定した事業運営に努めます。
　医療ニーズに対応できる在宅サービスの充実を図るため、訪問看護事業の立ち上げに向けての検討を行なっていきます。
また、社会貢献の一環として、「三丁目のカフェ」の開催を継続し、認知症に関して光明荘が培ったノウハウを地域へと還元していきます。
２．事業方針

（１）介護・生活支援サービスの向上　

家族交流会、ボランティア交流会を展開し、「心が通う支援」を目的に、ご利用者、ご家族、ボランティア、地域、職員間の交流を強化し、それぞれの意見が施設運営や行事に反映し、各々が「自分らしい生活」を実現できるようなサービス提供に努めます。
（２）経営基盤の安定に向けた取り組み

平成27年度予算が確実に執行できるよう、また新会計基準に関する知識を高めるため、経営会議においての時間配分を多く確保し、科目ごとでの分析と対策を講じます。また、昨年に引き続き、事務費の支出の軽減がなされるよう職員の意識を高める研修や周知活動を行います。
（３）人材育成と職場環境の整備　

介護職員初任者研修を開講し、人材の確保と共にスタッフが講師をする事でのスキルアップを目指します。職員のコミュニケーション能力の育成に力を入れるための研修体制を整え実践していきます。また、認知症実践者研修修了者による、施設内での課題への取り組みを行い、報告会を開催し、課題への継続的な取り組みがなされるようにします。
職場環境の整備においては、各部署に衛生委員を配置し、働きやすい職場環境の構築に関する権限を有することでの労働安全衛生体制の見直しを行います。
（４）地域社会における施設の役割と連携
社会貢献の一環として、昨年度開催した光明荘認知症カフェ「三丁目のカフェ」を地域の憩いの場として定着させるため、地域自治会と協同し新たな実行委員会を立ち上げます。また地域で活用できるスペースを確保し、サテライトカフェの開設等を検討していきます。
また、非常災害時の対応について、防災マップの作成に必要な知識習得のために、地域住民の方々との研修や見学などを企画し、地域住民の自主活動への支援を全面的にバックアップします。
３．平成27年度ステップアップ事業
（１）「オムツなんかしたくない」オムツはずしへの取り組み
①取り組み内容

3か年計画で取り組みを行った最終年として実績をまとめ、効果を検証していきます。常時オムツ着用の方も含め、その方にとって最もよい排泄環境を整えていきます。
特に今年度は排便ケアに重点を置き、緩下剤の服用や食事内容、水分量、運動やマッサージなど、全職種が排便コントロールについても取り組み、排泄ケアの充実を目指します。
②達成目標
　　日中のオムツはずし　3名　　
夜間のオムツはずし（日中のオムツはずし実施者のうちから）　５名

　　取り組み内容と実践の内容・結果報告
（２）ＩＳＯ９００１認証取得
①取り組み内容
　　　　　特養施設だけではなく、光明荘全事業に対しての取得を目指します。
②達成目標

平成２７年度上半期に取得します。
　
（３）「心地よい関係づくりをめざして」コミュニケーション技術の習得
　　　①取り組み内容
　　　　　人との関わりを主とする職業においてかかせないコミュニケーション能力を高めるため、継続的な研修を行い、マイスター制導入により互いに習得できる心地よい職場環境を作り、ご利用者、ご家族とのよりよい関係づくりを目指します。
　　　②達成目標
　　　　　マイスター制の確立と職員全員の継続的研修への参加
４．施設の管理
（１）建物設備等の管理について
①設備維持について
　　　　　　居室、共有部分のワックスがけによる衛生管理の維持を引き続き行います。また、老朽化した介護機器の入れ替えを順次行っていきます。
（２）事業管理について

①経営会議における事業進捗状況管理とＰＤＣＡサイクルの徹底について
ＩＳＯ９００１の要求事項に基づき、各事業の進捗状況管理についてＰＤＣＡサイクルを活用し、各部署の課題抽出と問題解決策を実践できる、継続的に業務改善できるマネジメント体制を整備します。
　（３）労務管理について
①働きやすい職場づくりのために
職員の健康管理、適正な業務量管理、休憩場所の確保、ストレスマネジメント等職員一人一人がより働きやすい職場作りのための労働安全衛生体制を再構築する為、衛生委員会を中心としたシステムづくりを行います。
５．事業・サービスの推進（施設サービス）
（１）特別養護老人ホーム事業

　　　①個別を重視したサービスの提供（介護科）
グループごとの特色ある環境づくり、行事等の取り組みを継続しながら、今年度はもう一度、居室担当としてご利用者とより深くかかわりを持つことで、更に個別性を重視したケアの提供につなげます。ケアカンファレンスへの居室担当者の参加なども含め、ご利用者、ご家族とのコミュニケーションを大切にし、信頼関係を深めていきます。
　　　②専門性を活かした入院者の減少（看護科）
看護の専門性を活かし、ご利用者の安定した生活確保のため、体調変化の早期発見と早期治療の実施に努めます。また、入院者の減少に努め、地域病院との関係性をより強化し、入退院をスムーズにし、安定した稼働率を確保します。
　　　③機能維持に重点を置いたサービスの提供（機能訓練科）
安全を考慮した上で、利用者の能力を最大限生活の中で生かせるよう、より利用者の生活に入り込み他職種との連携をはかります。また施設入所者だけでなく、短期入所利用者への機能訓練や地域の方への技術提供を行い、機能維持につとめます。
　　　　　嚥下機能の低下が見られる利用者が増加しており、食事時の姿勢や形態・介助方法等、随時他職種との連携をはかり、誤嚥防止につとめます。
　　　④個別対応の強化と食事の満足度の向上（栄養科）
摂食・嚥下機能に問題のある利用者が増えており、個人の機能に応じた食事形態で提供がより必要となっています。ソフト食の導入で、より個別に対応できるようにして誤嚥性肺炎の予防、喫食量の増加につなげます。

グループからのニーズに沿ったイベント食を実施し、利用者と一緒に食事の場面を盛り上げ、食事を楽しんで頂ける取り組みを行います。

６．事業・サービスの推進（居宅サービス・障がい含む）
（１）訪問介護事業（障がいサービス含む）
①喀痰吸引の実施について　
現在利用中の喀痰吸引特定利用者が継続して在宅生活を送れるよう一人でも多くの訪問介護員が対応できる体制を作り、今後は不特定の利用者にも対応できる体制を検討していきます。
　　　②研修体制の見直しについて
　　　　　ベテランスタッフのスキルが若手スタッフに継承できるような研修体制を構築する為、検討部会を設置し、訪問介護事業における研修体制の構築を目指します。
（２）訪問入浴介護
①利用率の安定について　
医療ニーズに高い利用者にも対応し、担当医と密に連携を図ります。
（３）通所介護事業
①家族会の実施について　
御利用者や御家族の満足の為、家族会を実施し、風通しの良い事業所の構築に努めます。利用率は９２％を目指します。昨年度より個別グループによる機能訓練に取り組んでいましたが、より個々に応じたプログラムの実施に努めます。

②職員のスキルアップについて　
報酬改定により重度化していく利用者に対応できるよう、職員が適切な介護技術が身につくための個別研修を行い、必要に応じて福祉用具の活用を検討します。
（４）短期入所生活介護事業

　　　①　専門性の確保とケアの充実について
サービス提供体制強化加算Ⅰを取得し、利用者のケアの更なる充実を図ります。また、この加算の取得により介護福祉士の有資格者が多数勤務していることを広くアピールし、利用率の安定及び向上を目指します。
（５）居宅介護支援事業
①ケアマネジメントの質の向上について　
地域包括ケアシステムの構築に向けて、多職種協働や医療との連携強化等を図るため、コミュニケーション能力を向上し、サービス担当者会議の運営方法を身につけることができるよう、研修や事例研究等を実施していきます。

②地域との連携強化について
　　　　　多様化するニーズとサービスをマッチングさせるため、地域資源の把握に努め、各種関係機関とのネットワークを構築できるよう働きかけていきます。
（６）いきいきネット相談支援センター（ＣＳＷ）
①周知活動の実施について　
　２６年度に実施してきたＣＳＷの周知活動を継続して行い、“身近な福祉の総合相談窓口”として地域に定着していくよう努めます。また、周知活動を通して、地域・関係機関との連携をより強化していきます。
②職員のスキルアップについて
　　個別相談や地域課題に対して適切に対応できるよう情報収集を継続して行うとともに、研修会等に参加し、ＣＳＷとしての質の向上に努めます。
（７）地域包括支援センター
①地域ケア会議の実施について　
個別ケア会議を充実させ、地域ケア会議の開催にあたり課題解決のための地域支援ネットワークを形成し、社会資源の開発など、圏域レベルの地域ケア会議システムを構築します。
②地域支援ネットワークの構築
既存の社会資源の再確認と新たな社会資源を構築し、地域の様々な福祉課題を共有し、課題の解決に向け、住民と共に住民の支え合いマップの作成に取り組みます。
